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野
方
駅
北
口
開
設

大
泉
議
員
　
地
域
住
民
に
と
っ

て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
野
方
駅
北

口
開
設
に
向
け
て
、
区
は
西
武
鉄

道
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

協
議
が
ま
と
ま
っ
て
、
い
ざ
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
補
正

予
算
で
対
応
し
て
く
れ
る
の
か
。

答
　
複
数
の
整
備
案
を
も
と
に

協
議
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は

手
法
を
絞
り
込
め
て
い
な
い
。
今

後
、
西
武
鉄
道
と
の
調
整
が
整
っ

た
時
点
に
お
い
て
は
、
北
口
開
設
、

並
び
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
必
要
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

野
方
駅
北
口
開
設

大
内
議
員
　
野
方
駅
北
口
整
備

が
、
17
年
度
中
に
大
き
な
動
き
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
予
算
対
応
も

含
め
必
要
な
手
立
て
を
講
ず
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
て
い
く
中
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
し
な
い
よ
う
、
機
動
的
に
対
応

し
、
野
方
駅
北
口
開
設
に
向
け
、

き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

警
大
等
跡
地
防
災
公
園

江
田
議
員
　
警
大
等
跡
地
を
緑

と
防
災
の
広
場
に
す
る
こ
と
が
、

都
、
杉
並
区
と
の
三
者
合
意
の
到

達
点
だ
。
区
民
合
意
も
な
い
ま
ま
、

超
高
層
ビ
ル
と
1
・
5
ha
の
公
園

と
す
る
計
画
を
押
し
付
け
る
の
は

問
題
だ
。
広
域
避
難
場
所
と
し
て

の
安
全
性
を
防
災
の
専
門
的
見
地

か
ら
検
証
す
べ
き
だ
。

答
　
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

計
画
は
、
説
明
会
や
対
話
集
会
な

ど
で
区
民
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

防
災
公
園
の
つ
く
り
方
、
周
辺
と

建
物
の
関
係
は
、
今
後
、
詳
細
に

総
合
的
に
検
討
す
る
。

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

は
っ
と
り
議
員

防
災
公
園
の

整
備
計
画
は
、
区
民
提
案
を
募
集

の
上
、
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
区
民
や
企
業
な
ど
か
ら
寄

付
を
募
り
、
区
民
フ
ァ
ン
ド
を
創

設
し
て
、
樹
木
の
保
全
や
再
生
の

基
金
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
15
年
に
示
さ
れ
た
東

京
都
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
に

お
い
て
も
、
多
様
な
主
体
が
連
携

し
て
緑
を
つ
く
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
樹
木
の
保
全
は
、
基
本

的
に
は
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て

行
う
も
の
と
考
え
る
が
、
指
摘
の

内
容
も
参
考
と
し
、
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

伊
東
議
員
　
ま
ち
づ
く
り
計
画

素
案
が
発
表
さ
れ
た
が
、
自
治
体

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
際

に
、
当
該
街
区
だ
け
に
視
点
を
向

け
る
こ
と
な
く
広
域
的
な
視
野
を

持
ち
、
事
業
手
法
に
至い

た

る
ま
で
、

責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

警
大
等
跡
地
へ
の
民
間
活
力
の
導

入
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
区
民
は

強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
区
は

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

答
　
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す

る
も
の
で
あ
り
、
区
は
、
土
地
利

用
の
規
制
、
誘
導
を
効
果
的
、
積

極
的
に
行
い
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
進
め
る
責
務
が
あ
る
。
区
は
、

学
校
の
安
全

久
保
議
員
　
学
校
の
安
全
の
た

め
に
は
、
不
審
者
を
侵
入
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
だ
。
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
も
映
像
を
監
視
し
続

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
な
ど
人
の
配
置
が
効
果
的

と
思
う
が
、
機
械
警
備
の
活
用
な

ど
、
日
中
の
警
備
を
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
警
察
官
に
よ
る
学
校
へ
の

立
ち
寄
り
と
、
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
く
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
人
的
配
置
や
施
設
の
改
善
、

機
器
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後

早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

心
を
育
て
る
教
育

伊
藤
（
正
）
議
員

子
ど
も
を

巻
き
込
ん
だ
事
件
や
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
特
に
加
害
者
の
子
ど

も
の
場
合
、
心
の
未
発
達
が
原
因

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
感

謝
・
思
い
や
り
・
自
立
の
三
つ
の

心
を
育
む
こ
と
が
大
切
と
い
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
は
道
徳
教
育
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
　
区
内
の
全
小
中
学
校
で
は
、

指
導
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

道
徳
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
14
年
か
ら
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
を
実
施
し
、
学
校
、
保
護

者
、
地
域
が
協
力
し
合
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
を
耕
す
道
徳
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。

２
学
期
制

伊
東
議
員
　
学
力
低
下
や
公
立

校
離
れ
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、

２
学
期
制
導
入
の
目
的
と
学
力
向

上
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

答
　
２
学
期
制
導
入
に
よ
り
確

保
で
き
る
授
業
時
数
を
活
用
し
、

基
礎
の
徹
底
や
発
展
し
た
授
業
の

展
開
が
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
高

校
入
試
に
対
応
す
る
た
め
、
定
期

テ
ス
ト
を
年
5
回
実
施
す
る
な
ど
、

試
行
を
通
じ
、
２
学
期
制
の
検
証
、

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

省
し
て
い
る
。
資
金
調
達
の
枠
組

み
が
変
わ
っ
て
も
、
事
業
に
関
す

る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
区
の
公
共

的
な
意
思
は
担
保
す
る
。
監
査
の

仕
組
み
な
ど
は
研
究
し
て
い
く
。

ビ
ジ
ネ
ス
区
報

奥
田
議
員
　
区
報
に
は
5
千
万

円
強
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
区
政
情
報
は
区
民
の
半
分
に

も
届
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
自
治

体
に
対
す
る
期
待
の
低
さ
の
表
れ

で
あ
る
。
区
政
に
対
し
て
関
心
が

低
い
と
思
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
の
方
を
対
象
に
、
情
報
発
信

を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
区
報
を
発
行
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
区
報
の
読
者
で

は
な
か
っ
た
区
民
に
対
し
て
、
区

報
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
提
案
は

今
後
の
参
考
と
し
た
い
。

防
犯
対
策

久
保
議
員
　
区
は
防
犯
の
た
め
、

庁
有
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼は

る
と

し
て
い
る
が
、
犯
罪
抑
制
の
た
め

に
は
青
色
回
転
灯
を
設
置
し
た
方

が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
抑
止
力

に
期
待
で
き
る
。
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答
　
青
色
回
転
灯
は
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
と
し
て
目
立
つ
こ
と
か

ら
、
平
成
17
年
夏
頃
に
は
区
有
車

に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

住
区
協
議
会

昆
議
員
　
区
は
こ
れ
ま
で
住
区

協
議
会
を
参
加
の
区
政
の
中
で
の

機
軸
と
し
て
位
置
付
け
、
今
後
も

支
援
を
行
う
と
し
て
い
た
。
し
か

し
、
10
か
年
計
画
案
で
は
地
域
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
住
区
協
議
会
の
意
見
を
聞

く
こ
と
も
な
く
、
区
民
や
議
会
へ

の
十
分
な
説
明
も
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
的
な
判
断
で
あ
り
、
無
責
任

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
区
の
事
務
局
と
し
て
の
か

か
わ
り
に
よ
り
、
区
の
意
見
が
住

区
協
議
会
の
活
動
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
否
め
ず
、
見
直
し
を
考

え
た
。
今
後
、
住
民
自
治
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
政
策
形
成
や
計

画
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
・
段

階
に
お
い
て
区
民
の
方
々
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
を
保
障
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

中
高
年
の
就
労
支
援
事
業

飯
島
議
員
　
中
高
年
の
就
労
は
、

経
験
を
生
か
し
、
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
で
の
就
業
は
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
味
を
持
つ
。
東
京
都
で
は
、
中

高
年
へ
の
就
労
支
援
と
し
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
就
業
支
援
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
す
で
に
12
区
市
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
中
野
区
で
も

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
中
高
年
の
再
就
職
は
大
変

厳
し
く
、
働
く
意
欲
や
知
識
、
経

験
が
あ
っ
て
も
再
就
職
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
就
業
支
援
事
業
の
活
用
を
含
め
、

効
果
的
な
就
労
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
プ
ラ
ザ
取
得

江
田
議
員
　
区
は
２
億
円
の
出

資
で
所
有
会
社
の
資
本
金
の
３
分

の
２
を
持
つ
た
め
、
絶
対
的
支
配

権
を
持
つ
と
説
明
し
て
い
た
。
だ

が
資
本
金
が
次
々
に
増
資
さ
れ
、

区
の
資
本
割
合
は
７
・
３
％
ま
で

後
退
す
る
見
込
み
だ
。
区
の
資
本

割
合
の
激
減
で
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
監
査
も
及
ば
な
い
。
区
の
責

任
を
ど
う
果
た
す
の
か
。

答
　
議
会
や
区
民
に
対
し
て
適

時
説
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
反

●
平
成
16
年
度
中
野
区
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
次
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
28
億
3

1
3
3
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の

合
計
額
は
、
9
2
7
億
1
6
7
万

9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
中
野
区
用
地
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
8
2

3
8
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
合
計
額
は
、
9
億
5
6
6
1
万

1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
次
）

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
億

2
8
3
1
万
円
を
減
額
し
、
予
算

の
合
計
額
は
、
2
7
4
億
6
3
6

9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
次
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
12
億
6

0
3
5
万
7
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
合
計
額
は
、
2
4
7
億
7
2

3
5
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
次
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
3
億
9

7
8
0
万
3
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
合
計
額
は
、
1
4
5
億
2
1

4
9
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
17
年
度
中
野
区
一
般
会
計

予
算

●
平
成
17
年
度
中
野
区
用
地
特
別

会
計
予
算

●
平
成
17
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
17
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成
17
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

（
予
算
額
は
１
面
に
掲
載
）

●
中
野
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
定
数
を
改
め
、
現
行
の

定
数
よ
り
78
人
減
と
な
る
２
８
１

８
人
と
し
ま
す
。

●
仮
称
中
野
区
自
治
基
本
条
例
に

関
す
る
審
議
会
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

仮
称
中
野
区
自
治
基
本
条
例
に

関
す
る
審
議
会
を
廃
止
し
ま
す
。

●
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
等
に

関
す
る
条
例

サ
ン
プ
ラ
ザ
地
区
に
か
か
る
ま

ち
づ
く
り
整
備
の
方
針
に
関
す
る

こ
と
、
区
が
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
中
野
21
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、

定
款
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
議
決

権
を
行
使
す
る
こ
と
を
議
会
の
議

決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
、
同

社
の
経
営
状
況
を
説
明
す
る
書
類

の
作
成
お
よ
び
議
会
へ
の
提
出
に

つ
い
て
定
め
ま
す
。

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

特
例
期
間
を
１
年
間
延
長
し
ま

す
。

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

印
鑑
の
登
録
証
の
交
付
な
ど
に

か
か
る
事
務
手
数
料
の
額
な
ど
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
法
の
改
正

に
伴
い
、
条
文
を
整
備
し
ま
す
。

区
画
整
理
や
開
発
へ
の
許
可
権
限

を
持
ち
、
ま
た
、
地
区
計
画
決
定

へ
の
関
与
も
可
能
だ
。
こ
う
し
た

枠
組
み
を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
将
来

像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

可
決
し
た
議
案 

可
決
し
た
議
案 

第
１
回
定
例
会 

第
１
回
定
例
会 

都
市
整
備

都
市
整
備

教
　
　
　
育

教
　
　
　
育

区
政
一
般

区
政
一
般

区
長
提
出
議
案


